
★ 必ずしもこの順番で発表するとは限りません。避難情報の発表がなくても身の危険を感じる場合は、ためらわず避難
を開始してください
★安全に避難できるよう、早めに避難情報を発表することがあります
※ 先日の台風 5号接近時は、台風の接近が夜間になることが予測されたため、本市では明るいうちに避難できるよう「避難準備・高齢者等
避難開始」を発令しました

問問危機管理課（防災センター 2階）☎ 0538-37-4903　℻ 0538-32-0177

最近、全国各地で局地的に短時間に降る大雨が発生しています。また本格的な台風シーズンとなるこの時期、
市内でも被害が発生しないとも限りません。大切な生命を災害から守るため、テレビやラジオなどの情報や市
からの情報を元に適切な避難行動をとることが重要です。

風水害から身を守るため
避難情報で適切な対応を

市民の皆さんにお伝えする避難情報は、その時点の状況から「避難準備・高齢者等避難開始」「避難勧告」「避
難指示（緊急）」の 3段階に分かれています。

　　　状況の変化に伴い避難情報を発表します

問避難情報の種類 問皆さんの行動

避難準備を開始
家族と連絡を取る。
非常用持出品の用意　など
避難に時間が掛かる方は避難開始
足腰に不安のあるお年寄りや体の不自
由な方、小さなお子さんが家庭にいる
方は避難を開始する。

速やかに避難場所へ避難
通常の避難行動ができる方も避難場所
への避難を開始する。

直ちに避難
避難中の方は直ちに避難を完了する。
まだ避難していない方はすぐに避難。
その時間がない場合は、自宅内の安全
な場所（2階以上、山から離れた部屋）
に移動する。

問発表時の状況

人的被害発生の恐れが高く、今後
の状況によっては、避難勧告や避難
指示（緊急）発表の可能性がある場
合に発表。必要な地域に避難所を開
設します。

災害による被害が予想され、人的
被害が発生する可能性が高まった場
合に発表

避難勧告の状況よりもさらに災害
発生の危険が切
迫し、人的被害
の危険性が非常
に高まった場合
に発表

　　　安全に避難するために
安全なうちに早めの行動
土砂崩れや浸水してからの避難は危険です。
早めの避難を心掛けてください。

1人で避難すると危険です。
近所の方に声を掛けて避難してください。

複数人で避難

危険な場所に近づかない
河川や崖の近く、アンダーパスなどは危険です。
近づかず安全な道を選んで避難してください。

近くの安全な場所へ避難
道路が川のようになるなど、避難場所へ向かうことがかえって
危険だと感じたら、自宅の安全な場所へ避難してください。

！ ！

！ ！
日頃から避難場所や
安全な避難経路を確認！

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示
（緊急）
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